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韓 国 の 教 会 に 学 ぶ  
                         

助任司祭 片柳 弘史 

 

 7 月 3 日から 6 日にかけて、イエズス会韓国管区の叙階式に出席するた

め、ソウルを訪れた。この旅のあいだ、教会の関係者と会うたびに必ず一つ

の同じ質問をすることにしていた。それは「なぜ、韓国のカトリック教会に

は 600 万人もの信徒がいるのか。どうして総人口の 30％がキリスト教徒に

なったのか」ということだった。韓国の総人口が 4800 万人だから、その

12.5%がカトリック教徒。さらにプロテスタント教徒が 800 万人いるから、韓国では総人口の約

30％がキリスト教徒ということになる。日本は信徒総数 45 万人で総人口の 0.3%。プロテスタン

ト教会を合わせても 1％。同じ漢字文化圏に属するお隣同士でありながら、この違いは一体どこか

ら生まれてきたのか。それを知りたかったのだ。 

 何人かの人から返ってきた答えは、日本軍占領期の反日闘争の中でプロテスタント教会が、軍事

独裁政権期の民主化闘争の中でカトリック教会が信徒数を拡大したというものだった。日本軍の占

領期、プロテスタント教会は、ミッション・スクールを拠点として反日闘争の先頭に立ち続けた。

そのために国民の信用を勝ち得、多くの人々がプロテスタント教会に集まったという。カトリック

教会は、独立後の軍事独裁政権期に起こった民主化闘争の中で、民主化を求める学生たちの側に立

って戦った。軍事政権に追われて明洞大聖堂に逃げ込んだ学生たちを命がけで匿い、武装機動隊の

前に立ちはだかって「彼らを逮捕するなら、わたしを殺してからにしろ」と言い放ったキム・スー

ハン枢機卿はそのようなカトリック教会のシンボルとも言うべき人物だ。 

 この説明から、韓国でキリスト教が拡大したのは、日常生活が根底から覆されるほどの社会不安

の中で、人々がキリスト教に心の拠り所を見出したからだという答えを出してもいいかもしれない。

日本でも戦国時代には、大きな社会不安の中で、宣教師たちの人徳によって信用を勝ち得たキリス

ト教が人々の心に入り込んで行った。韓国では、日本軍の占領やその後の朝鮮戦争、軍事独裁政権

の支配などの中で、戦国時代にも匹敵するほどの社会不安が続き、その中で信仰の実践によって信

用を勝ち得たキリスト教が人々の心のよりどころになっていったのだと考えられる。 

 わたしたちは、韓国教会のこの歴史から何を学ぶことができるだろうか。日本にも社会不安がな

いわけではない。年間 3 万人を超える自殺者、続発するいじめ事件、社会保障制度の崩壊など深刻

な問題はいくつもあり、その中で多くの人々が苦しんでいる。もし日本の教会が本当に神の愛を実

践したいのなら、一人でも多くの人の魂を神の国へ招きたいのなら、苦しんでいる彼らのもとに出

かけて行って信仰の証を立てるべきではないだろうか。苦しんでいる人々の側に立って、「あなた

たちの命を守るためなら、自分の命などどうなってもいい」と叫ぶキム・スーハンが日本にも必要

ではないか。韓国教会の信徒数に驚き、ため息をつくばかりではなく、わたしたちもできることか

ら何かを始めていきたいと思う。 
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～ごあいさつ～ 

海と山に抱かれて、いつも明るい心に戻されながら、六甲教会でお手伝いさせていただいた 9 年間は、

私の人生の中で恵みの時でした。 教会家族の皆様のやさしさとご親切に守られ、とても居心地良く楽

しかった日々を次々と思いだし、懐かしさと感謝でいっぱいです。ほんとうに ありがとうございまし

た。これからも、六甲の教会家族が、イエス・キリストのうちに、ますます一致を深められ、豊かな実

りを結ぶことが出来ますようにお祈りいたします。 
                            東京援助修道会リヒトハイム修道院より 

７月 15 日 感謝をこめて Sr.出口 

 

忘れないで！ 

東日本の被災地より（５） 

 

東日本大震災が起こった３・１１以降、三陸沿岸部の光景は大きく変貌した。 

大津波に激しくえぐられて様相を変えた沿岸線、破壊された駅、道路、学校、病院、そして土台しか残ってい

ない家々等の風景と対照的に、太陽の光にきらきらと輝く海を眺めていると、海に面して形成されていた中心市

街地が丸ごと消失した町は、震災からまる１年が過ぎても復旧・復興に向けた足取りは決して順調とは言えない

が、一歩ずつではあるが、歩みだしていると感じるのは幻想なのか？ 

 今回のボランティア作業は、陸前高田の広田湾から車で３０分ぐらい走った山に囲まれた畑の瓦礫撤去でした

が、何故こんな山奥の高台にある農家の一階まで津波被害に遭われたのか不思議でした。住まわれているご婦

人から、気仙川を津波が逆流して来て、真っ黒な水が一挙に襲ってきた。何もかも一瞬に浚っていったお話をお

聞きして、自然の猛威にいかに人間の力が弱いかという事実を再度思いしらされました。 

 東日本大震災の地を訪れるたびに、自分自身に生きるとはと

いう質問を投げかけていますが、いまだに答えを見つけ出せな

いでいます。 

 目線を変えて考えると、阪神大震災のときは、遺体があり、遺

品があるだけでも葬儀ができましたが、津波地震では、人を飲

み込み、遺体の所在もわからない、遺品も見つけられない状態

では葬儀もできません。 

 泪がでないのですから・・・・。別の意味の泪はこぼれても死者

を悼む泪にはなりません。これまで、死と性をタブーとしてきた

日本ですが、今回の震災は、それを激しく揺さぶったのではないでしょうか。タブーのままでは見えないものがあ

ります。 

たとえば北だけ見つめれば南は見えない。西と東の一部は見えても南は絶対に見ることができません。震災

は、タブーを解いて、全体を見ろと人間に迫ったのではないでしょうか。そして今も、劣悪な状況で生活している

方々、そうでない状況で生活している方々等、紙一重で生活環境が変わり、現状を直視できる状態まで戻りつつ

ある結果、目に見えない葛藤が芽生えだしているのでは。 

被災地におけるボランティア活動は、常に初心に返り、被災地域の心のよりどころとなり、笑顔でこの経験を語

り継がれる時がいずれは訪れることを信じて、『心身一如』の気持ちで被災地と接した活動の継続を希望します。        

                                                                  中川 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 
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み ん な の 広 場 
「被昇天」 

三好 
聖母が無原罪であることが真実だと宣言されたのは時も経た１８５４年１２月８日ピオ９世によって

であった。無原罪の当然の帰結であろう被昇天が真実であると宣言されたのはようやく１９５０年１１

月１日ピオ１２世によってであった。 
 「無原罪の御孕り」に始まり「被昇天」に終わった聖母の生涯は「これらのことをことごとく心に留

めて」置くほかないものであった。それは「被昇天」で完成した。 
 ８月１５日、私たちは「聖母の被昇天」を祝う。その子等が母と同じように生きるために。 
 Ｍａｔｅｒ Ｄｅｉ ｅｔ Ｍａｔｅｒ ｍｅａ！ 
 
＜行事報告＞ 

『中高生会 １泊練成会』（６月 16 日～17 日） 
6 月 16 日夕方から 17 日昼にかけて、六甲学院にて 1 泊錬成会が行われました。今回は生まれてから

今にいたるまでの自分を振り返る「人生出納帳」というプログラムを行いました。 

人生を大まかに(1)生まれてから小学校入学まで、(2)小学校入学から中学校入学まで、(3)中学校入

学以降に分け、それぞれにおいて自分に対してしてもらったこと、他人に対してしたことを思いつく限

り挙げました。自分のこれまでを振り返ってゆく中で、自分の人生はこれまでトータルしてプラスだっ

たのかマイナスだったのかを考えたり、これからの人生をどのように生きてゆくのか考えたりしました。  

プログラムのあとはゲームをしたり、メントスコーラや水素爆鳴気の実験をしたり、歌を歌ったりし

て楽しい時間を過ごしました。 

錬成会の最後は、コリンズ神父とともに分かち合いを行いました。コリンズ神父に投げかけられた中

高生の数多くの質問は、どれもとても良い質問で、リーダーである私たちにも色々考えさせられるもの

でした。                                   中高生会 佐藤 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

＜行事報告＞ 

『典礼奉仕者の集い』（６月 24 日） 
先日（６月 24 日）行われた典礼奉仕者の研修会に参加しました。 
先ず、コリンズ神父のご講話で「当教会のミサは諸外国のミサと比べても、とても美しく

洗練されている」という旨のお言葉を頂きました。出席者の方々は、全員がなんらかの形

で教会の典礼に奉仕している人達ですから、皆、気分が悪かろう筈はありません。その後、

今回のテーマ「信仰年」について、第二バチカン公会議以前と以降のミサの違いのお話などが（いつも

のとおりユーモアを交えて）ありました。「信仰年」とは、本年が、第二バチカン公会議開幕から５０年、

また「カトリック教会のカテキズム」発布から２０年という節目にあたり、開催されるとのことです。 
 ご講話のあと、「信仰年の始まりに当たって典礼奉仕者として何をするか」というテーマでわかちあい

がありました。「改めて『カテキズム』を読む」「改めて秘跡について勉強する」など、皆が「もう一度

立ち返って」自らの信仰を深める決意表明の場となった感があります。 
私自身も今「カテキズム」を手に取っています。このようなきっかけを頂いた「典礼奉仕者の集い」

を準備して下さった典礼部の皆さまに感謝いたします。              灘北１ 中村 
 

 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 
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＜行事報告＞ 

『祈りの道場』（６月 30 日）  
7 月で大阪に単身赴任して１年になる。週末東京に帰らないときは時間がたっぷりあるので、鎌

倉黙想の家から来られた英神父の「祈りの道場」に参加した。４つのテーマで英神父のお話と黙想

が行われた。 

 最後のテーマは「この自由を得させるために、キリストはわたしたちを自由の身にしてくださっ

たのです。だから、しっかりしなさい。奴隷の軛に二度とつながれてはいけません。（ガラテア 5-1）」

「兄弟たち、あなたがたは、自由を得るために召し出されたのです。ただ、この自由を、肉に罪を

犯させる機会とせずに、愛によって互いに仕えなさい。…『隣人を自分のように愛しなさい』（ガ

ラテア 5-13）」自由についての話であった。 

さまざまなストレスに疲れ切っている日常から離れて、主聖堂で一日過ごし、聖霊の導きにより

心が癒されることができ、有意義な一日であった。 

田丸（イグナチオ教会所属） 

 

6 月 30 日の「祈りの道場」に初めて参加させていただきました。 

今回のテーマは「アッバ、父よ。」という祈りの意義と、その祈りによって得られる自由につい

てのお話でした。こんな風に纏めてしまうと単なる「お話」のように聞こえますが、実際は約 15

分の講話が４回とそれに続く 45 分の黙想という形式で、あくまでも主になるのは神様との対話で

す。普段、限られた時間の中では、祈っているはずが、最初から最後までひとりで喋っていたこと

に気づき、がっかりすることがしばしばですが、今回のようなリズムですと、ゆっくりと神様の眼

差しのもとに身を置くことができ、普段よりずっと寡黙な、けれども内容の濃い神様との時間を過

ごすことができました。英神父様、ありがとうございました。次回(11 月 3日)も是非、参加させて

いただきたいと思います。                              荏原 

 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

 

≪ 各 部 だ よ り ≫ 各専門部会の活動をお知らせいたします 

 中高生会  

８月 14日(火)～16 日(木) キャンプ 

８月 18日(土) 納涼の夕べ（第三会議室） 

 

 教会学校 

８月９日(木)～12 日(日)キャンプ 

９月８日(土) ２学期始業式 

 

 宣教部 

８月 25日(土) 10:00 部会 

 

 典礼部 

８月 26日(日) 朗読奉仕者の勉強会 

11:30～13:00(予定) 於:主聖堂 

内容:片柳神父様のお話と朗読実践

 

 社会活動部 

次回連絡会 

９月７日(金)初金 10時ミサ後 

 

 広報部 

９月１日(土) 教会報９月号発行 

 

 施設管理部 

８月 26日(日) 部会
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≪ お知らせ ≫ 教会のみなさまに知って頂きたい活動やお知らせです

★社会活動部より★ 

８月 11 日（土） 10 時  炊き出し(小野浜グラウンド)  現地でのお手伝いです。 

COME & SEE 小野浜グラウンドにて、学生ボランティアとおじさん達と共に作ります。 

 

※８月の手芸、ふれあい広場、ともしびケーキ作りは、お休みです。 

 

★養成部より★ 

8 月１２日（日）１３：３０～１４：３０  平和旬間合同礼拝    於：主聖堂 

 

 8 月２５日（土）  ７：４５～１７：００  聖書朗読リレー      於：小聖堂 

 

 

神戸地区平和旬間行事 

８月４日(土)１３時～１８時 

愛徳学園講堂および校庭にて開催 

 

今年の平和旬間行事では、8月 2日から 5日まで、福島の子どもたちを神戸に招いて行われる「ふっ

こうのかけ橋」プロジェクトに合わせて福島のお母さんたちの話をうかがい、福島の子どもたちと共に

ミサを捧げます。どうぞ皆様ご参加ください。 

【内容】 

① DVD上映「つるにのって とも子の冒険」 

② 講 演 

★「東日本大震災と東京電力第一原子力発電所の事故から学んだ事」 

Sr.熱海紀子（ｺﾝｸﾞﾚｶﾞｼｵﾝ・ﾄﾞ・ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ会） 

★「放射能汚染の現実について」のおはなし 

稲葉景(福島から神奈川に避難中のお母様) 

③ 子どもと共に奉げる平和祈願ミサ 

④ ふれあい祭り  各小教区からの出店（綿菓子・宝つり等） 

詳しくはポスターをご覧ください。 

                           

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

納 涼 の 夕 べ 

８月１８日（土）１７時ミサ後 

テーマ「心をつないで、手をつないで」 

今年も地区会が中心となって開催されます。 

夏の夜のひとときを一緒に楽しみましょう。 

ご家族・ご友人を誘って、ご参加ください！ 
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♪♪♪♪ 聖母被昇天を祝うオルガンメディデーションのご案内♪♪♪♪ 

 

２４年度のオルガンチーム活動として、復活祭、被昇天、降誕祭の三度のお祝日に、少しずつ趣向を変えたメ

ディテーション（お祝に因んだ曲を聴き、喜びと感謝の黙想祈りに役立てて頂く）を企画実施しようとして居りま

す。 

御復活祭に続きまして、８月１５日（水）１０時の聖母の被昇天のミサ後に「聖母マリアへの祈りと音楽」を次のプ

ログラムに沿って行ないます。今回お招きする方は、カトリック香里教会のソプラノ歌手で天使の様な声の持主で

す。ご期待下さい。                                          オルガンチーム 馬場 

 

聖母被昇天 オルガンメディデーション 

～聖母マリアへの祈りと音楽～ 

♱ 日 時： 2012年8月15日（水）11：30開始 12：20分終了予定 

♱ 場 所： カトリック六甲教会 主聖堂 

♱ 企画進行： オルガンチーム 

♱ 演 奏： オルガン：三浦優子（カトリック六甲教会） 

    ソプラノ：谷崎加奈（カトリック香里教会） 

♱ プログラム：  

１，Ave Maris Stella 「めでたし、海の星」 

 Girolamo Frescobaldi G. フレスコバルディ (org.) 

 Gregorian chant グレゴリオ聖歌 (sop.) 

 Marcel Dupré (org.)        約 10 分 

２，Salve Regina「幸いなるかな、女王」 

 Gregorian chant グレゴリオ聖歌 (sop.) 

 Marcel Dupré マルセル・デュプレ Op. 45 No. 1 (org.)        約 8分 

３，Ave Maria 

 Gregorian chant グレゴリオ聖歌 (sop.) 

 グノー、サン・サーンス、カッチーニなどから（いずれか 1曲）    約 5分 

４，Schmücke dich, o liebe Seele BWV 654 「装いせよ、おお、わが魂よ」 

 J. S. Bach    J. S. バッハ (org.)      約 7分 30 秒 

５，Passacaglia in c BWV 582 パッサカリアとフーガ 

 J. S. Bach    J. S. バッハ (org.)      約 14 分 

 

 

 

 

カ ト リ ッ ク 六 甲 教 会 

〒 6 5 7 - 0 0 6 1 神 戸 市 灘 区 赤 松 町 3 - 1 - 2 1 

電 話 ０ ７ ８ - ８ ５ １ - ２ ８ ４ ６ 

F A X ０ ７ ８ - ８ ５ １ - ９ ０ ２ ３ 

発 行 責 任 者 松 村 信 也 

教会報９月号の発行は、９月２日（日）です。 

編集会議８月２６日(日)です。 

記事原稿は、８月１９日(日)正午までに信徒会館 

受付へご提出願います。      (広報部) 

http://www.rokko-catholic.jp 
編 集 広 報 部 


